
















 

まとめ 

 以上に述べたように,人工流産による染色体異常のモニタリングはそれに要する労力と

経費を惜しまなければ十分に実施可能であり,新生児,自然流産,羊水細胞などを対象とし

たモニタリングよりも以下の点において優れた系であると考えられる。 

 1.致死的異常,半致死的異常,出生可能な異常の 3者を同時に検出できる。 

 2.新生児に対する有害因子を早期に探知できる。 

 3.未知の有害因子を母親の記憶から探索する場合に,より新しく正確な情報が得られる。 

 4.材料が比較的豊富で集めやすい。高年妊婦に限定して材料を集めれば,異常率も適当に

高く,異常の種類も多いので,有意サンプル数が新生児の場合よりも少くても異常の発生を

予知できる。また,異常の種類によって成因が異なるので,有害因子の推定にも有利である。 


